（様式－９の１）
特定テーマに対する技術提案
	特定テーマ１
狭隘な施工ヤード条件下における本橋の設計にあたっては、流下断面・止水ラインの確保に加え、適切な交通規制により現道を確保するとともに、沿道家屋への影響低減を図る必要がある。
このため、予備設計において、下部工では「鋼管矢板基礎」、上部工では「鋼・コンクリート合成床版橋」を想定しているが、施工段階における制約条件（支障物撤去、止水計画、周辺影響、水上施工計画）を踏まえて、代替案を含めた検討の深度化が必要となっている。
そこで、これらの条件を踏まえ、設計上の課題と留意点を具体的に整理し、段階的な成立条件や施工の実現性の観点を示した上で、最適案を導く検討プロセスについて提案を求める。

	



